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◆第二次川越市教育振興基本計画を策定しました
◆平成28年度教育費当初予算の概要
◆新教育長あいさつ・就学援助のお知らせ
◆知っ得！文化財
◆教育相談Ｑ＆Ａ・子どもが参加できる各種講座
◆子どもサポート委員会！・給食で使用する自慢の川越産！！
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　写真は、4月8日に行われた、川越第一小学校の入
学式の様子です。この日、川越市立の小学校・中
学校・高等学校・特別支援学校56校で、一斉に入
学式が行われ、新入生のみなさんが新しい学校生
活をスタートさせました。
　川越第一小学校では新一年生118人が仲間入りし
ました。

フォトニュースフォトニュースフォトニュース
新小学1年生を守って「黄色いワッペン贈呈式」
　4月4日、「黄色いワッペン贈呈式」が市役所東庁舎で行われました。交通事
故傷害保険付きの「黄色いワッペン」は、「交通事故にあわずに毎日安全に通学
してほしい」との願いを込めて、新小学1年生を対象に市内4企業から毎年贈ら
れています。
　この活動は、交通事故でわが子を失った母親が交通事故の撲滅を訴えて始ま
り、今年で52年目を迎えます。
　新小学1年生は贈呈式で「黄色いワッペン」を付けてもらい、交通安全を元
気に誓いました。

おもてなしの心を茶道から学ぶ
　5月14日、川越城本丸御殿で子ども体験教室「茶道体験」が行われました。
茶道は、あいさつから始まります。子どもたちは、体験を通して、茶碗や道具を大切
に扱う心や「おいしい抹茶をさしあげたい」と相手を大切にする気持ち、「おもてな
しの心」を学びました。心も体も癒されるひとときを経験することができました。
　博物館では、このほかにもさまざまな子ども体験教室を開催しています。ぜひ、参
加してみてはいかがでしょうか。（7ページに開催予定の催しについて掲載していま
すので、ご覧ください。）

子どもサポート委員会！子どもサポート委員会！

　各地区の子どもサポート委員会では、一緒に活動してくださる皆さんを常時募集しています。詳しくはお近く
の公民館か、地域教育支援課（224-6086）までお気軽にお問合せください。

　中
央
南
地
区
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
委
員
会

学
校
応
援
団
活
動
が
盛
ん
で
す
！

　中
央
南
地
区
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト

委
員
会
で
は
、
各
小
中
学
校
へ
の

学
校
応
援
団
活
動
が
盛
ん
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
小
中
学
校
の
実

習
事
業
・
体
験
授
業
の
支
援
を
通

し
て
学
校
を
支
え
て
い
ま
す
。

　平
成
２７
年
度
に
各
学
校
で
行
わ

れ
た
活
動
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま

す
。

◇
各
小
中
学
校
で
の
取
組

　泉
小
学
校
で
は
一
年
生
の
凧
作

り
と
五
年
生
の
ミ
シ
ン
学
習
の
支

援
、
六
年
生
に
戦
争
体
験
の
講
話

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
凧

作
り
や
ミ
シ
ン
学
習
で
は
丁
寧
に

教
え
て
も
ら
い
、
児
童
は
で
き
る

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

講
話
で
は
実
際
に
体
験
し
た
こ
と

を
話
し
て
も
ら
い
、
児
童
は
固
唾

を
飲
ん
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　新
宿
小
学
校
で
は
一
年
生
全
児

童
が
４４
名
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
昔
遊
び
を
教
わ
り
ま
し

た
。
児
童
は
楽
し
み
な
が
ら
も
真

剣
に
取
り
組
み
、
活
動
の
終
わ
り

に
は
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
花

道
を
作
っ
て
見
送
り
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　大
塚
小
学
校
で
は
五
、
六
年
生

の
ミ
シ
ン
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
五
年
生
は
初
め
て
、

六
年
生
は
一
年
ぶ
り
の
ミ
シ
ン
の

学
習
で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
お
か
げ
で
作
品
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
児

童
は
実
習
を
通
し
て
自
分
で
作
り

上
げ
た
と
い
う
充
実
感
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　野
田
中
学
校
で
は
１２
回
で
合
計

２４
時
間
、
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
の
バ
ッ

ク
の
製
作
、
特
に
ミ
シ
ン
の
操
作

に
関
し
て
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
バ
ッ
ク
の
製
作
を
通
し
て
、

技
術
だ
け
で
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
と
の
心
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　城
南
中
学
校
で
は
一
年
生
全
六

ク
ラ
ス
の
調
理
実
習
を
延
べ
４２
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
包
丁
の
使
い

方
や
調
理
方
法
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
実
習
を
経
て
上
達

し
、
生
徒
は
み
ん
な
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

やさしく教えてくれました何でも答えてくれました

高くとばせるかな？

おいしい料理のでき上がり！
コツがよくわかります

ホットチキンサラダ

講座名

8月7・8・9日　9時30分～16時30分

①9月19日　10時～12時　②10月24日　10時～12時
申し込み＝①9月1日、9時から電話またはファクス（定員20人）
②10月1日、9時から電話またはファクス（定員20人）

巨大織り機で
みんなの街を描こう

びっくりアート2015

ジュニア・アートスクエア

7月25・26日  ①10時～12時 ②13時30分～15時30分
申し込み＝7月1日～、電話またはファクス（定員なし）

※日時・申し込み方法等は、変更になる場合があります。詳細につきましては、お手数ですが各施設へお尋ねください。
※■の教室は、事前に申し込みが必要です（他は当日直接参加）。また、特に記載がない場合、会場は問い合せ先の施設です。
※「中学生」の欄に○がついている教室は、中学生にもお勧めの教室です。

市教委だよりNo.108 発行／川越市教育委員会教育総務課  TEL（224）6074 （直通）

市教委だよりは再生紙および大豆油インクを使用しています

川越市には全部で3,049枚のワッペンが贈られました。

茶せんを使ってお茶を点てました。

108108108

　川越産のハウスきゅうりは春と秋に収穫されます。1本の苗から70～80本のきゅうりができます。
栽培している古谷出荷組合によると、「かぼちゃの苗を使ってきゅうりを育てる」とか。これは、
「接ぎ木」といい、かぼちゃの苗ときゅうりの苗を1つずつ手作業で接ぎ合わせ、クリップで止める

作業です。生命力の強いかぼちゃの根の部分を使用することで、きゅうりの
苗が丈夫になります。
　きゅうりは95％の水分とビタミン、ミネラルでできていま
す。暑い夏の水分補給ができ、汗と一緒に排出されてしまうビ
タミンやミネラルの補給源にもなります。
　学校給食では、ホットチキンサラダ、春雨の炒め物、ツナサ
ンドなどの献立に使っています。
★ＦＡＸでレシピを提供しています。
お気軽にお電話ください。　学校給食課　☎223-6035 ✤
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給食で使用する自慢の川越産！！給食で使用する自慢の川越産！！
～川越産野菜の紹介～

子どもサポート活動に参加してみませんか？

▼調理中！！
大きなお釜で色よく茹で上げます。

7月20日　9時30分～15時
申し込み＝7月1日～10日、電話またはファクス（定員20人・抽せん）

クレイdeアニメ

きゅうりきゅうり

「新入生のみなさん、
　　　入学おめでとうございます」

つ

▲接ぎ木
つ

か
た
ず
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特別支援学校費
0.3％

　　第二次川越市教育振興基本計画に定める「基本理念」と
「3つの目標」を基に、教育行政を推進します。

基 本 理 念
3つの目標

生きる力と学びを育む川越市の教育
次代を担いたくましく生きる児童生徒の育成
ふれあいと思いやりのある地域社会の実現
心豊かで生きがいを持てる市民社会の実現

　川越市と川越市教育委員会では、教育基本法第17条第2項に基づき、平成28年度から平成32年度を計画期
とする「第二次川越市教育振興基本計画」を策定しました。
　また、本市教育委員会では、毎年度「教育行政の
基本方針と重点施策」を策定し、教育に関するさま
ざまな施策を推進しています。本計画の5つの方向
性を本市の教育行政の基本方針とし、平成28年度の
重点施策を次のとおり定めました。

基本理念と3つの目標

基本方針及び重点施策
第二次川越市教育振興基本計画の「5つの方向性」を基に、重点施策を定めます。

　 方向性I　生きる力を育む学校教育の推進
　１ 確かな学力の育成
　２ グローバル化に対応する教育の推進　
　
　３ 情報教育の推進　
　
　４ 生徒指導の充実
　
　５ 教職員の資質向上　
　
   ６ 学習環境の整備・充実
　
   ７ 学校給食の充実

①学力向上対策の推進　②各学校の課題に応じた学校支援事業の推進
①英語指導助手（ＡＥＴ）の配置事業の充実　②小学校外国語活動の推進
③小学校・中学校英語教育の充実　④国際理解教育の推進
①ＩＣＴ教育の推進　②情報モラル教育の推進
③コンピュータ施設・設備の充実と活用
①いじめ防止対策の推進　②不登校対策の推進　③教育相談の充実　
④いきいき登校サポートプランの推進
①経験・職能別研修の充実 ②管理職等研修の充実　③奨励研修の充実
④若手・中堅教員の育成　⑤大学等進学指導力向上研修の推進
①大規模改造工事等学校施設の整備の推進
②普通教室への空調設備の設置
①給食内容の充実　②学校給食施設の整備

平成28年度

　新
規
事
業
と
し
て
は
、「
小
学
校

普
通
教
室
空
調
設
備
整
備
」、
小
中

学
校
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

授
業
の
実
践
を
行
う
た
め
、「
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
及
び
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

敷
設
」の
ほ
か
、「
特
別
支
援
学
校
の

普
通
教
室
等
へ
の
空
調
設
備
設
置
」、

「
英
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
」、

「
蔵
造
り
資
料
館
の
耐
震
補
強
工
事
」

を
実
施
し
ま
す
。

　主
要
な
事
業
と
し
て
は
、
老
朽
化

し
た
学
校
施
設
設
備
を
改
修
し
、
教

育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、「
小

中
学
校
大
規
模
改
造
工
事
、
ト
イ
レ

改
修
工
事
」
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

「
学
童
保
育
室
の
運
営
管
理
」
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
、
狭

あ
い
化
に
対
応
し
た
施
設
整
備
、「
仮

称
霞
ケ
関
西
公
民
館
の
建
設
」
を

推
進
し
ま
す
。

　学
校
教
育
で
は
、
各
学
校
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の

「
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
配
置

事
業
」、
い
じ
め
問
題
や
生
徒
指
導

上
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
生

徒
指
導
員
を
配
置
す
る
「
ス
ク
ー
ル

ボ
ラ
ン
チ
作
戦
」、
広
い
視
野
と
国

際
感
覚
を
持
っ
た
児
童
生
徒
を
育
成

す
る
た
め
の
「
英
語
指
導
助
手
配
置

事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
本

体
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
既

存
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
改

修
等
を
実
施
し
ま
す
。

教育総務費（25億7,494万4千円）
　教育委員会全般に関すること、教職員の
研修、特色ある学校づくりなどに使います。

主な事業
    ●スクールソーシャルワーカーの配置
　●オールマイティーチャーの配置
　●ネットパトロール
　●スクールボランチ作戦
　●科学わくわくラーニングプログラム
　●英語指導助手配置
　●英語指導ボランティアの派遣
　●さわやか相談員の配置
　●特別支援教育支援員
　　の配置

教 育 費 合 計　124億2,631万2千円

学校保健費（31億9,912万9千円）
　学校保健・学校給食に関することに
使います。

主な事業
　●学校保健活動の充実
　●学校給食センター運営管理
　●学校給食センター施設整備

小学校費 （22億576万3千円）
中学校費 （11億858万3千円）
　小中学校の運営管理、施設整備な
どに使います。

主な事業
　●小中学校施設整備
　●小学校普通教室空調設備整備
　●小中学校大規模改造
　●南古谷小学校増築
　●小中学校指導事務
　●小中学校情報教育推進
　●タブレット端末導入及び校内ＬＡＮ敷設

社会教育費（25億6,883万9千円）
　社会教育に関する事業、文化財の
保存・整備などに使います。

主な事業
　●川越・地域子どもサポート推進
　●　仮称霞ケ関西公民館建設推進
　●学童保育室運営管理
　●南古谷学童保育室整備
　●時の鐘耐震化
　●山王塚古墳調査
　●河越館跡整備
　●博物館の充実
　●蔵造り資料館耐震化
　●図書館資料の充実 高等学校費（7億2,944万円）

特別支援学校費（3,961万4千円）
　市立川越高等学校・市立特別支援学校
の運営管理などに使います。

主な事業
　●教育情報機器の整備・充実
　●空調設備設置

　川越市の平成28年度一般会計当初予算額は1,109億6,000万円。そのうち、教育費は124億
2,631万2千円で、11.2％を占めています。この予算は、どのように使われるか、その概要をお
知らせします。

学校給食施設

蔵造り資料館

科学わくわくラーニングプログラム

当初予算の概要

規
事
業
・

要
事
業
は…

教 育 費

新

主

小学校費
17.8％

中学校費
8.9％

教育総務費
20.7％

高等
学校費
 5.9％

高等
学校費
 5.9％

学校保健費
25.7％

社会教育費
20.7％

第二次川越市教育振興基本計画を策定しました

1 2 3

基本理念

3つの目標

5
つ
の
方
向
性

生きる力と学びを育む川越市の教育生きる力と学びを育む川越市の教育

次代を担い
たくましく生きる
児童生徒の育成

ふれあいと
思いやりのある
地域社会の実現

生きる力を育む学校教育の推進

活力ある地域を創る生涯学習の推進

歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

多文化共生と国際交流・協力の推進

生涯スポーツの推進

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ

心豊かで
生きがいを持てる
市民社会の実現

＊「第二次川越市教育振興基本計画」、「平成28度教育行政の基本方
針と重点施策」の全文は、川越市ホームページでご覧いただけます。
川越市ホームページのアドレス＝http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

〈計画の全体像〉

①学童保育の充実
①学校・家庭・地域の連携推進
①生涯学習を推進するための体制の充実　②市民参加の体制の充実　
①公民館の設置　②既存公民館の整備・運営
①図書館資料・情報提供サービス機能の充実
①博物館・蔵造り資料館の整備

①文化財指定等による保護　②河越館跡の整備・活用 
①連携・協働による新たな文化芸術の創造
②若い世代が文化芸術事業に参加しやすいしくみづくり
①展覧会等の充実

　 方向性III　歴史文化の継承と新しい市民文化の創造
　１ 文化財の保護　
　２ 文化芸術の振興
　
　３ 美術館の充実

①人材の発掘と育成　
②国際交流に関係する市民団体等との協力と連携

　 方向性IV　多文化共生と国際交流・協力の推進
　１ 国際感覚に優れた市民の育成　　

①総合型地域スポーツクラブの設置・育成
②スポーツ教室・大会等の充実
①スポーツ指導者等の養成・活用
②スポーツ施設の整備・充実

　 方向性V　生涯スポーツの推進
　１ スポーツ活動の推進　
　
　２ スポーツ環境基盤整備　

方向性II　活力ある地域を創る生涯学習の推進
１ 家庭への支援
２ 地域の教育力の向上　
３ 生涯学習を推進する基礎づくり　
４ 身近な学習施設の整備・運営　
５ 市立図書館の充実　
６ 博物館の整備・充実　

平成27年度に
大規模改造工事を
実施した
牛子小学校
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特別支援学校費
0.3％

　　第二次川越市教育振興基本計画に定める「基本理念」と
「3つの目標」を基に、教育行政を推進します。

基 本 理 念
3つの目標

生きる力と学びを育む川越市の教育
次代を担いたくましく生きる児童生徒の育成
ふれあいと思いやりのある地域社会の実現
心豊かで生きがいを持てる市民社会の実現

　川越市と川越市教育委員会では、教育基本法第17条第2項に基づき、平成28年度から平成32年度を計画期
とする「第二次川越市教育振興基本計画」を策定しました。
　また、本市教育委員会では、毎年度「教育行政の
基本方針と重点施策」を策定し、教育に関するさま
ざまな施策を推進しています。本計画の5つの方向
性を本市の教育行政の基本方針とし、平成28年度の
重点施策を次のとおり定めました。

基本理念と3つの目標

基本方針及び重点施策
第二次川越市教育振興基本計画の「5つの方向性」を基に、重点施策を定めます。

　 方向性I　生きる力を育む学校教育の推進
　１ 確かな学力の育成
　２ グローバル化に対応する教育の推進　
　
　３ 情報教育の推進　
　
　４ 生徒指導の充実
　
　５ 教職員の資質向上　
　
   ６ 学習環境の整備・充実
　
   ７ 学校給食の充実

①学力向上対策の推進　②各学校の課題に応じた学校支援事業の推進
①英語指導助手（ＡＥＴ）の配置事業の充実　②小学校外国語活動の推進
③小学校・中学校英語教育の充実　④国際理解教育の推進
①ＩＣＴ教育の推進　②情報モラル教育の推進
③コンピュータ施設・設備の充実と活用
①いじめ防止対策の推進　②不登校対策の推進　③教育相談の充実　
④いきいき登校サポートプランの推進
①経験・職能別研修の充実 ②管理職等研修の充実　③奨励研修の充実
④若手・中堅教員の育成　⑤大学等進学指導力向上研修の推進
①大規模改造工事等学校施設の整備の推進
②普通教室への空調設備の設置
①給食内容の充実　②学校給食施設の整備

平成28年度

　新
規
事
業
と
し
て
は
、「
小
学
校

普
通
教
室
空
調
設
備
整
備
」、
小
中

学
校
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

授
業
の
実
践
を
行
う
た
め
、「
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
導
入
及
び
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ

敷
設
」の
ほ
か
、「
特
別
支
援
学
校
の

普
通
教
室
等
へ
の
空
調
設
備
設
置
」、

「
英
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
」、

「
蔵
造
り
資
料
館
の
耐
震
補
強
工
事
」

を
実
施
し
ま
す
。

　主
要
な
事
業
と
し
て
は
、
老
朽
化

し
た
学
校
施
設
設
備
を
改
修
し
、
教

育
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、「
小

中
学
校
大
規
模
改
造
工
事
、
ト
イ
レ

改
修
工
事
」
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

「
学
童
保
育
室
の
運
営
管
理
」
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
、
狭

あ
い
化
に
対
応
し
た
施
設
整
備
、「
仮

称
霞
ケ
関
西
公
民
館
の
建
設
」
を

推
進
し
ま
す
。

　学
校
教
育
で
は
、
各
学
校
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の

「
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
配
置

事
業
」、
い
じ
め
問
題
や
生
徒
指
導

上
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
生

徒
指
導
員
を
配
置
す
る
「
ス
ク
ー
ル

ボ
ラ
ン
チ
作
戦
」、
広
い
視
野
と
国

際
感
覚
を
持
っ
た
児
童
生
徒
を
育
成

す
る
た
め
の
「
英
語
指
導
助
手
配
置

事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
本

体
工
事
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、
既

存
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
改

修
等
を
実
施
し
ま
す
。

教育総務費（25億7,494万4千円）
　教育委員会全般に関すること、教職員の
研修、特色ある学校づくりなどに使います。

主な事業
    ●スクールソーシャルワーカーの配置
　●オールマイティーチャーの配置
　●ネットパトロール
　●スクールボランチ作戦
　●科学わくわくラーニングプログラム
　●英語指導助手配置
　●英語指導ボランティアの派遣
　●さわやか相談員の配置
　●特別支援教育支援員
　　の配置

教 育 費 合 計　124億2,631万2千円

学校保健費（31億9,912万9千円）
　学校保健・学校給食に関することに
使います。

主な事業
　●学校保健活動の充実
　●学校給食センター運営管理
　●学校給食センター施設整備

小学校費 （22億576万3千円）
中学校費 （11億858万3千円）
　小中学校の運営管理、施設整備な
どに使います。

主な事業
　●小中学校施設整備
　●小学校普通教室空調設備整備
　●小中学校大規模改造
　●南古谷小学校増築
　●小中学校指導事務
　●小中学校情報教育推進
　●タブレット端末導入及び校内ＬＡＮ敷設

社会教育費（25億6,883万9千円）
　社会教育に関する事業、文化財の
保存・整備などに使います。

主な事業
　●川越・地域子どもサポート推進
　●　仮称霞ケ関西公民館建設推進
　●学童保育室運営管理
　●南古谷学童保育室整備
　●時の鐘耐震化
　●山王塚古墳調査
　●河越館跡整備
　●博物館の充実
　●蔵造り資料館耐震化
　●図書館資料の充実 高等学校費（7億2,944万円）

特別支援学校費（3,961万4千円）
　市立川越高等学校・市立特別支援学校
の運営管理などに使います。

主な事業
　●教育情報機器の整備・充実
　●空調設備設置

　川越市の平成28年度一般会計当初予算額は1,109億6,000万円。そのうち、教育費は124億
2,631万2千円で、11.2％を占めています。この予算は、どのように使われるか、その概要をお
知らせします。

学校給食施設

蔵造り資料館

科学わくわくラーニングプログラム

当初予算の概要

規
事
業
・

要
事
業
は…

教 育 費

新

主

小学校費
17.8％

中学校費
8.9％

教育総務費
20.7％

高等
学校費
 5.9％

高等
学校費
 5.9％

学校保健費
25.7％

社会教育費
20.7％

第二次川越市教育振興基本計画を策定しました

1 2 3

基本理念

3つの目標

5
つ
の
方
向
性

生きる力と学びを育む川越市の教育生きる力と学びを育む川越市の教育

次代を担い
たくましく生きる
児童生徒の育成

ふれあいと
思いやりのある
地域社会の実現

生きる力を育む学校教育の推進

活力ある地域を創る生涯学習の推進

歴史文化の継承と新しい市民文化の創造

多文化共生と国際交流・協力の推進

生涯スポーツの推進

Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅴ

心豊かで
生きがいを持てる
市民社会の実現

＊「第二次川越市教育振興基本計画」、「平成28度教育行政の基本方
針と重点施策」の全文は、川越市ホームページでご覧いただけます。
川越市ホームページのアドレス＝http://www.city.kawagoe.saitama.jp/

〈計画の全体像〉

①学童保育の充実
①学校・家庭・地域の連携推進
①生涯学習を推進するための体制の充実　②市民参加の体制の充実　
①公民館の設置　②既存公民館の整備・運営
①図書館資料・情報提供サービス機能の充実
①博物館・蔵造り資料館の整備

①文化財指定等による保護　②河越館跡の整備・活用 
①連携・協働による新たな文化芸術の創造
②若い世代が文化芸術事業に参加しやすいしくみづくり
①展覧会等の充実

　 方向性III　歴史文化の継承と新しい市民文化の創造
　１ 文化財の保護　
　２ 文化芸術の振興
　
　３ 美術館の充実

①人材の発掘と育成　
②国際交流に関係する市民団体等との協力と連携

　 方向性IV　多文化共生と国際交流・協力の推進
　１ 国際感覚に優れた市民の育成　　

①総合型地域スポーツクラブの設置・育成
②スポーツ教室・大会等の充実
①スポーツ指導者等の養成・活用
②スポーツ施設の整備・充実

　 方向性V　生涯スポーツの推進
　１ スポーツ活動の推進　
　
　２ スポーツ環境基盤整備　

方向性II　活力ある地域を創る生涯学習の推進
１ 家庭への支援
２ 地域の教育力の向上　
３ 生涯学習を推進する基礎づくり　
４ 身近な学習施設の整備・運営　
５ 市立図書館の充実　
６ 博物館の整備・充実　

平成27年度に
大規模改造工事を
実施した
牛子小学校
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　川
越
市
教
育
委
員
会
は
、
今
年
度
よ
り
新
体

制
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　新
体
制
で
は
委
員
長
と
教
育
長
が
一
本
化
さ

れ
、
教
育
委
員
会
は
市
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
し
た
教
育
長
と
四
名
の
委
員
で
構
成
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
現
在
の
委
員
は
、
次
の
方
々

で
す
。

　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
で
、
川
越

市
教
育
行
政
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
伊
藤
明
教
育
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
略
歴
紹
介
】

　川
越
市
立
今
成
小
学
校
教
諭
、
寺
尾
中
学

校
教
諭
、
高
階
西
中
学
校
教
頭
等
を
経
て
、

富
士
見
市
立
水
谷
中
学
校
長
、
川
越
市
立
富

士
見
中
学
校
長
と
し
て
学
校
教
育
に
携
わ

る
。
教
育
行
政
で
は
川
越
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
部
副
部
長
、
同
部
長
等
を
歴
任
。
本

年
四
月
一
日
、
川
越
市
教
育
委
員
会
教
育
長

に
就
任
す
る
。

第33回 「寺社の石造物　　　　」

狐（きつね） ー稲荷神の使いー

猿（さる）ー山王神・富士山の神の使いー

亀（かめ） ー霊亀ー

猿の像は、日枝神社、浅間神社などで見られます。

写真は、いずれも富士山に似せて造られた富士塚山

頂にある祠の前に座っている様子です。神の使いら

しく神事に使われる道具（鈴・幣束）をそれぞれ持

っています。

左：着物や鈴、顔の表情にいたるまで細かく丁寧に

彫られています。口元が上がった表情は、訪れた人

をにこやかに迎えてくれているように見えます。

犬と言っても古代インドの獅子

（ライオン）像に起源があると

され、日本では一対（正式には

向かって右が獅子、左が狛犬で

す。）で寺社を守っています。

上：来る者をにらみつけるよう

な顔には、子供を守る親の強さ

が表れています。

下：四角い枠には収まらない動

きのある浮き彫りです。親に向

かって走り寄る子供の姿に見え

ます。

川越藩主（お殿様）のお墓の

前にあります。昔は甲羅の上

に大きな石碑が建っていまし

たが、今はなくなってしまい

ました。魔を寄せ付けないよ

うな怖い顔をしてお墓を守っ

ているように見えます。

月見稲荷神社（熊野神社 岸町2丁目）明治31年

上：ふっくらとした体に可愛らしい顔立ちで、足も

とには五穀豊穣（豊かな実り）や子宝を表すとされ

る鍵があります。

下：今にも飛び跳ねてきそうな狐の浮き彫りです。

真ん中に子狐がいるため、３匹は親子のようです。

☆みどころ

今にも動き出しそうな動物の姿・形は見事です。

いずれも江戸や明治時代の職人さんの手でひとつの

石から彫り出されたものです。当時の職人さんの技

のすごさを感じてみてください。

　平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
け
で
、
川
越
市
教
育
委
員
会
教
育
長
に
、
新
保
正
俊

教
育
長
が
就
任
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

　川越市では、経済的理由で公立小中学校への就
学が困難なご家庭に対し、学校給食費や学用品費
などの一部を援助しています。
　「児童扶養手当を受給中の方（児童手当とは異な
ります）」や「世帯全員の所得額の合計が川越市教
育委員会の定める基準額未満の方（基準額の具体
例は右表をご覧ください）」等が対象となります。
　援助をご希望の場合、毎年申請が必要です。詳
しくは教育財務課へお問い合わせください。

　み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。こ
の
四
月
一
日

に
教
育
長
に
就
任
し
ま
し
た
新
保
正
俊
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　今
年
度
よ
り
、
川
越
市
教
育
委
員
会
は
、
新

た
な
制
度
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。市
民
の
皆

様
に
、
さ
ら
に
身
近
で
透
明
性
の
あ
る
教
育

委
員
会
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　さ
て
、
川
越
市
で
は
、
今
年
度
よ
り
平
成
三

十
二
年
度
ま
で
の
五
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
「
第
二
次
川
越
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
「
生
き
る

力
と
学
び
を
育
む
川
越
市
の
教
育
」
を
さ
ら

に
前
進
さ
せ
、
次
代
を
担
い
た
く
ま
し
く
生

き
る
児
童
生
徒
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

　一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
は
、
川
越
市
の
宝
、

さ
ら
に
は
国
の
宝
で
す
。子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
の
は
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
を
含
め
た
市

の
使
命
で
あ
り
ま
す
。教
育
委
員
会
は
、
学
校

教
育
を
家
庭
と
地
域
、
市
民
の
皆
様
に
支
え

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
家
庭
と
地
域
へ
の

支
援
、
生
き
が
い
の
も
て
る
市
民
社
会
の
実

現
に
努
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

広済寺・金毘羅堂（喜多町）嘉永7年

浅間神社（富士見町）天保４年 菅原神社（大字今福）文久3年か

氷川神社参道・石燈籠（宮下町1丁目）天保3年

松平大和守家廟所・亀趺碑

（喜多院　小仙波町１丁目 ）江戸時代後期

※現在、保存整備工事中のため、近くで見ることはできません。

※大切な文化財です。お寺や神社ではマナーを守って静かに見学しましょう。

砂久保稲荷神社（大字砂久保）慶応元年

　歴史ある寺社の多い川越。境内には、建物以外にも

狛犬や燈籠など多くの石造物が残されています。それ

らは昔の川越を語る貴重な資料であり、当時の人々の

願いや信仰を示すものでもあります。今回はそれらの

中から動物の形をしたものを少しご紹介します。

■お問い合わせ先　教育財務課（財務担当）TEL：224-6083

＜基準額の目安＞（注）あくまで目安です。詳しくはお問い合わせください。

教育長職務代理者

梶川 牧子

新
教
育
長
あ
い
さ
つ

教
育
委
員
会
委
員
の
紹
介

お子様の給食費等を援助します！（就学援助のお知らせ）

親(38)、子(6)

父(38)、母(38)、子(6)

父(38)、母(38)、子(8)、子(6)

世帯構成（年齢）

約263万円

約296万円

約369万円

持家の場合

約338万円

約371万円

約444万円

借家の家賃月額
61,000円の場合

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　各
学
校
に
は
伝
統
と
創
意
工
夫
さ
れ
た
教

育
が
あ
り
ま
す
。地
域
社
会
に
は
、
子
ど
も
育

成
に
向
け
た
独
自
の
取
組
が
、
市
に
は
、
多
く

の
歴
史
遺
産
や
文
化
財
、
諸
団
体
の
活
動
が
あ

り
ま
す
。学
校
、
家
庭
、
地
域
、
市
民
社
会
が
相

互
に
連
携
し
、
共
助
の
精
神
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
よ
さ
を
出
し
合
い
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
　

　私
は
、「
生
き
る
力
と
学
び
を
育
む
」
こ
と

は
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
心
豊
か
で
健
や

か
に
、
将
来
に
向
け
て
自
立
で
き
る
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。そ
の
た
め
に

は
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
子
ど
も
が
元
気
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。教
育
委
員
会
は
、
教
員

が
子
ど
も
と
向
き
合
い
子
ど
も
の
よ
さ
を
伸

ば
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
子
ど
も
が
い
じ
め
も

な
く
安
全
・
安
心
に
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
地
域
・
市
民
の
方
々
に
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　

退
任
教
育
長

委 員

原田 由美

委 員

長谷川　均

委 員

長井 良憲

伊藤　明

動物編

鍵
かぎ

狛犬（こまいぬ） ー寺社の守護獣ー

だい
どう  ぶつ  へん

かい じ しゃ せき  ぞう  ぶつ

れき し

こまいぬ

むかし

ねが

なか かたち すこ しょうかい

しんこう しめ こんかい

かた きちょう し りょう とう じ ひとびと

とうろう のこ

おお かわごえ けいだい たてもの い がい

さんのうしん

しゅごじゅう

れい き

いな り  しん

ふ   じ  さん かみ つか 教育長

新保 正俊
しんぽ　まさとし

かじかわ　まきこはせがわ　　 ひとし

いとう　　あきら

ながい　 よしのり はらだ　　ゆみ

しゃしん に つく ふ  じづかさん

ちょう

ひだり

せんげんじんじゃ すがわら おおあざいまふく ぶんきゅうふじみちょう てんぽう

いぬ

こうさいじ

ひ かわ さんどう いしどうろう みやしたまち

こん ぴ   ら どう き  た まち かえい に ほん いっつい せいしき

む

まも

うえ

した し かく わく おさ うご

う ほ

はし

はんしゅ

こう　ら

おお せき  ひ

ま よ つ

こわ

たいせつ しず けんがく

まつだいらやまとのかみけびょうじょ

き   た   いん

げんざい ちかほぞんせい  びこう  じちゅう

こ せん  ば まち え   ど   じ だいこう  き

き   ふ

た

とのさま はか

すな く   ぼ

つきみ

ごこくほうじょう ゆた みの こだから

いま と は

みごと

しょくにん

いし わざ

かん

て

ま なか こぎつね びき おや こ

かわい だ あし

くまの きしまち めいじ

けいおうがんねん

よ すがた

く もの

こ ども おや つよ

あらわ

い こ だい し   し

ぞう き  げん

ねん

ほ

むか

くちもと あ おとず ひと

きもの かお ひょうじょう こま ていねい

ほこら まえ すわ ようす

しんじ どうぐ すず へいそく も

ぞう ひ  え み
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　川
越
市
教
育
委
員
会
は
、
今
年
度
よ
り
新
体

制
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　新
体
制
で
は
委
員
長
と
教
育
長
が
一
本
化
さ

れ
、
教
育
委
員
会
は
市
長
が
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
し
た
教
育
長
と
四
名
の
委
員
で
構
成
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
現
在
の
委
員
は
、
次
の
方
々

で
す
。

　平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
で
、
川
越

市
教
育
行
政
の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
伊
藤
明
教
育
長
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
略
歴
紹
介
】

　川
越
市
立
今
成
小
学
校
教
諭
、
寺
尾
中
学

校
教
諭
、
高
階
西
中
学
校
教
頭
等
を
経
て
、

富
士
見
市
立
水
谷
中
学
校
長
、
川
越
市
立
富

士
見
中
学
校
長
と
し
て
学
校
教
育
に
携
わ

る
。
教
育
行
政
で
は
川
越
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
部
副
部
長
、
同
部
長
等
を
歴
任
。
本

年
四
月
一
日
、
川
越
市
教
育
委
員
会
教
育
長

に
就
任
す
る
。

第33回 「寺社の石造物　　　　」

狐（きつね） ー稲荷神の使いー

猿（さる）ー山王神・富士山の神の使いー

亀（かめ） ー霊亀ー

猿の像は、日枝神社、浅間神社などで見られます。

写真は、いずれも富士山に似せて造られた富士塚山

頂にある祠の前に座っている様子です。神の使いら

しく神事に使われる道具（鈴・幣束）をそれぞれ持

っています。

左：着物や鈴、顔の表情にいたるまで細かく丁寧に

彫られています。口元が上がった表情は、訪れた人

をにこやかに迎えてくれているように見えます。

犬と言っても古代インドの獅子

（ライオン）像に起源があると

され、日本では一対（正式には

向かって右が獅子、左が狛犬で

す。）で寺社を守っています。

上：来る者をにらみつけるよう

な顔には、子供を守る親の強さ

が表れています。

下：四角い枠には収まらない動

きのある浮き彫りです。親に向

かって走り寄る子供の姿に見え

ます。

川越藩主（お殿様）のお墓の

前にあります。昔は甲羅の上

に大きな石碑が建っていまし

たが、今はなくなってしまい

ました。魔を寄せ付けないよ

うな怖い顔をしてお墓を守っ

ているように見えます。

月見稲荷神社（熊野神社 岸町2丁目）明治31年

上：ふっくらとした体に可愛らしい顔立ちで、足も

とには五穀豊穣（豊かな実り）や子宝を表すとされ

る鍵があります。

下：今にも飛び跳ねてきそうな狐の浮き彫りです。

真ん中に子狐がいるため、３匹は親子のようです。

☆みどころ

今にも動き出しそうな動物の姿・形は見事です。

いずれも江戸や明治時代の職人さんの手でひとつの

石から彫り出されたものです。当時の職人さんの技

のすごさを感じてみてください。
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成
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四
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川
越
市
教
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会
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長
に
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新
保
正
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就
任
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ま
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。
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の
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の
メ
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を
紹
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す
。

　川越市では、経済的理由で公立小中学校への就
学が困難なご家庭に対し、学校給食費や学用品費
などの一部を援助しています。
　「児童扶養手当を受給中の方（児童手当とは異な
ります）」や「世帯全員の所得額の合計が川越市教
育委員会の定める基準額未満の方（基準額の具体
例は右表をご覧ください）」等が対象となります。
　援助をご希望の場合、毎年申請が必要です。詳
しくは教育財務課へお問い合わせください。
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な
さ
ん
こ
ん
に
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の
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月
一
日

に
教
育
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に
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ま
し
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新
保
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俊
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ご
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ま
す
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年
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よ
り
、
川
越
市
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委
員
会
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新

た
な
制
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ス
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ま
す
。市
民
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皆
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に
身
近
で
透
明
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の
あ
る
教
育
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と
思
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ま

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
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、
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越
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で
は
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度
よ
り
平
成
三
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度
ま
で
の
五
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
「
第
二
次
川
越
市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
「
生
き
る

力
と
学
び
を
育
む
川
越
市
の
教
育
」
を
さ
ら

に
前
進
さ
せ
、
次
代
を
担
い
た
く
ま
し
く
生

き
る
児
童
生
徒
を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
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に
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と
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、
地
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を
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校
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と
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域
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の
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が
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の
も
て
る
市
民
社
会
の
実

現
に
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て
い
か
な
く
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は
な
り
ま
せ
ん
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広済寺・金毘羅堂（喜多町）嘉永7年

浅間神社（富士見町）天保４年 菅原神社（大字今福）文久3年か

氷川神社参道・石燈籠（宮下町1丁目）天保3年

松平大和守家廟所・亀趺碑

（喜多院　小仙波町１丁目 ）江戸時代後期

※現在、保存整備工事中のため、近くで見ることはできません。

※大切な文化財です。お寺や神社ではマナーを守って静かに見学しましょう。

砂久保稲荷神社（大字砂久保）慶応元年

　歴史ある寺社の多い川越。境内には、建物以外にも

狛犬や燈籠など多くの石造物が残されています。それ

らは昔の川越を語る貴重な資料であり、当時の人々の

願いや信仰を示すものでもあります。今回はそれらの

中から動物の形をしたものを少しご紹介します。

■お問い合わせ先　教育財務課（財務担当）TEL：224-6083

＜基準額の目安＞（注）あくまで目安です。詳しくはお問い合わせください。

教育長職務代理者

梶川 牧子

新
教
育
長
あ
い
さ
つ

教
育
委
員
会
委
員
の
紹
介

お子様の給食費等を援助します！（就学援助のお知らせ）

親(38)、子(6)

父(38)、母(38)、子(6)

父(38)、母(38)、子(8)、子(6)

世帯構成（年齢）

約263万円

約296万円

約369万円

持家の場合

約338万円

約371万円

約444万円

借家の家賃月額
61,000円の場合
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　各
学
校
に
は
伝
統
と
創
意
工
夫
さ
れ
た
教

育
が
あ
り
ま
す
。地
域
社
会
に
は
、
子
ど
も
育

成
に
向
け
た
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の
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組
が
、
市
に
は
、
多
く

の
歴
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や
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財
、
諸
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体
の
活
動
が
あ

り
ま
す
。学
校
、
家
庭
、
地
域
、
市
民
社
会
が
相

互
に
連
携
し
、
共
助
の
精
神
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
よ
さ
を
出
し
合
い
な
が
ら
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
　

　私
は
、「
生
き
る
力
と
学
び
を
育
む
」
こ
と

は
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
心
豊
か
で
健
や

か
に
、
将
来
に
向
け
て
自
立
で
き
る
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。そ
の
た
め
に

は
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
子
ど
も
が
元
気
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。教
育
委
員
会
は
、
教
員

が
子
ど
も
と
向
き
合
い
子
ど
も
の
よ
さ
を
伸

ば
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
子
ど
も
が
い
じ
め
も

な
く
安
全
・
安
心
に
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
地
域
・
市
民
の
方
々
に
ご
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　

退
任
教
育
長

委 員

原田 由美

委 員

長谷川　均

委 員

長井 良憲

伊藤　明

動物編

浅間神社（富士見町）天

広済寺・金毘羅堂（喜多町）嘉永7年

氷川神社参道・石燈籠（宮下町1丁目）天保3年

狐（きつね） 稲荷神の使い

され、日本では一対（正式には

向かって右が獅子、左が狛犬で

す。）で寺社を守っています。
砂久保稲荷神社（大字砂久保）慶応元年

月見稲荷神社（熊野神社岸町2丁目）明治31年

砂久保稲荷神社（大字砂久保）慶応元年

松平大和守家廟所・亀趺碑松平大和守家廟所・亀趺碑

（喜多院　小仙波町１丁目 ）江戸時代後期

※現在、保存整備工事中のため、近くで見ることはできません。

※大切な文化財です。お寺や神社ではマナーを守って静かに見学しましょう。

松平大和守家廟所・亀趺碑

狐

浅間神社（富士見町）天保浅間神社（富士見町）天保

犬と言っても古代インドの獅子

（ライオン）像に起源があると

され、日本では一対（正式には広済寺・金毘羅堂（喜多町）嘉永7年広済寺・金毘羅堂（喜多町）嘉永7年

狐

犬と言っても古代インドの獅子

（ライオン）像に起源があると

され、日本では一対（正式には

猿（さる）ー山王
猿の像は、日枝神社、浅間神社などで見られます。

写真は、いずれも富士山に似せて造られた富士塚山

頂にある祠の前に座っている様子です。神の使いら

しく神事に使われる道具（鈴・幣束）をそれぞれ持

っています。

左：着物や鈴、顔の表情にいたるまで細かく丁寧に

彫られています。口元が上がった表情は、訪れた人

をにこやかに迎えてくれているように見えます。をにこやかに迎えてくれているように見えます。

年 菅原神社（大字今福）文久3年か４年

鍵
かぎ

狛犬（こまいぬ） ー寺社の守護獣ー

だい
どう  ぶつ へん

かい じ しゃ せき  ぞう  ぶつ

れき し

こまいぬ

むかし

ねが

なか かたち すこ しょうかい

しんこう しめ こんかい

かた きちょう し りょう とう じ ひとびと

とうろう のこ

おお かわごえ けいだい たてもの い がい

さんのうしん

しゅごじゅう

れい き

いな り  しん

ふ   じ  さん かみ つか 教育長

新保 正俊
しんぽ　まさとし

かじかわ　まきこはせがわ　　 ひとし

いとう　　あきら

ながい　 よしのり はらだ　　ゆみ

しゃしん に つく ふ  じづかさん

ちょう

ひだり

せんげんじんじゃ すがわら おおあざいまふく ぶんきゅうふじみちょう てんぽう

いぬ

こうさいじ

ひ かわ さんどう いしどうろう みやしたまち

こん ぴ   ら どう き  た まち かえい に ほん いっつい せいしき

む

まも

うえ

した し かく わく おさ うご

う ほ

はし

はんしゅ

こう　ら

おお せき  ひ

ま よ つ

こわ

たいせつ しず けんがく

まつだいらやまとのかみけびょうじょ

き   た   いん

げんざい ちかほぞんせい  びこう  じちゅう

こ せん  ば まち え   ど   じ だいこう  き

き   ふ

た

とのさま はか

すな く   ぼ

つきみ

ごこくほうじょう ゆた みの こだから

いま と は

みごと

しょくにん

いし わざ

かん

て

ま なか こぎつね びき おや こ

かわい だ あし

くまの きしまち めいじ

けいおうがんねん

よ すがた

く もの

こ ども おや つよ

あらわ

い こ だい し   し

ぞう き  げん

ねん

ほ

むか

くちもと あ おとず ひと

きもの かお ひょうじょう こま ていねい

ほこら まえ すわ ようす

しんじ どうぐ すず へいそく も

ぞう ひ  え み
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6月～10月に子どもが参加できる各種講座6月～10月に子どもが参加できる各種講座

教
育
相
談
Q
＆
A

◆
集
中
力
が
持
続
せ
ず
、
家
庭
で
学
習
す
る

　習
慣
が
定
着
し
な
い
小
学
生

【
Ｑ
】
小
学
三
年
生
の
息
子
を
も
つ
親
で
す
。

　息
子
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
す
ぐ
に
友
達

の
と
こ
ろ
へ
遊
び
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
帰
宅

後
、
夕
食
前
か
夕
食
後
に
、
学
校
の
宿
題
を
す
る
の

で
す
が
集
中
力
が
続
か
ず
、
な
か
な
か
終
わ
り
ま
せ

ん
。
集
中
し
て
や
る
よ
う
に
言
う
と
、
怒
り
出
し
、

さ
ら
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　三
年
生
に
な
る
と
、
覚
え
る
漢
字
の
数
が
増
え
た

り
、
算
数
の
学
習
が
難
し
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
、

宿
題
だ
け
で
な
く
、
家
庭
学
習
に
つ
い
て
も
や
っ
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
学
習
に
集
中
で
き
ず
、
宿

題
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で
精
一
杯
で
す
。

　こ
の
ま
ま
だ
と
、
学
校
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

【
Ａ
】
小
学
校
中
学
年
の
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、

行
動
欲
が
旺
盛
な
時
期
と
言
え
ま
す
。
様
々
な
と
こ
ろ

に
気
持
ち
が
向
き
、
落
ち
着
か
ず
気
が
散
り
や
す
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
知
識
欲
も
旺
盛
で
、
物
事
に
打
ち

込
み
だ
す
と
夢
中
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
以
下
の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

○
で
き
て
い
な
い
こ
と
だ
け
を
指
摘
せ
ず
、
で
き

　て
い
る
こ
と
は
褒
め
、
お
子
さ
ん
の
が
ん
ば
り

　を
認
め
ま
し
ょ
う
。

　人
は
、
相
手
の
で
き
て
い
な
い
部
分
に
注
目
し
が
ち

で
す
が
、
い
つ
も
で
き
て
い
る
部
分
に
は
あ
ま
り
注
目

し
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
子
ど
も
の
よ
さ
や
成
長
を
認

め
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に

と
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。
学
校
の
宿
題
を
自
ら

行
う
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
行
為
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
ま
ず
は
褒
め
ま

し
ょ
う
。
で
き
て
い
る
こ
と
は
認
め
、
で
き
な
い
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
成
長
で
あ
る
と
本
人
に

伝
え
、
意
欲
を
向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
親
が
日
頃
の
小

さ
な
が
ん
ば
り
を
認
め
る
こ
と
で
、「
自
分
の
こ
と
を

見
て
く
れ
て
い
る
、
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
」
と
い
う

気
持
ち
が
子
ど
も
に
生
ま
れ
、
親
の
思
い
を
受
け
入
れ

た
素
直
な
行
為
に
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

○
家
庭
で
学
習
す
る
時
間
帯
や
内
容
を
決
め
、習
慣

　化
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　学
校
で
は
時
間
割
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
っ
て
お

り
、
何
を
い
つ
学
習
す
る
か
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
同
じ

よ
う
に
、
家
庭
内
で
も
学
習
す
る
時
間
帯
や
内
容
を
決

め
、
家
庭
で
の
学
習
に
つ
い
て
習
慣
化
を
図
り
ま
し
ょ

う
。
具
体
的
に
は
、
就
寝
時
刻
か
ら
逆
算
し
て
、
食
事

や
入
浴
の
時
刻
等
も
考
慮
し
、
各
家
庭
に
合
う
学
習
で

き
る
時
間
帯
や
内
容
に
つ
い
て
親
子
で
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
。

　家
庭
学
習
に
つ
い
て
は
、
話
し
合
っ
て
行
う
内
容
を

決
定
し
た
と
し
て
も
、
最
初
は
子
ど
も
だ
け
で
自
主
的

に
行
う
こ
と
は
困
難
で
す
。
は
じ
め
の
う
ち
は
「
一
緒

に
勉
強
し
よ
う
ね
。
」
と
誘
い
か
け
、
子
ど
も
の
そ
ば

に
つ
い
て
見
届
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
学
習
は
楽
し

い
ね
、
と
い
う
雰
囲
気
や
気
分
を
作
り
出
し
て
、
一
緒

に
遊
び
を
楽
し
む
よ
う
な
つ
も
り
で
学
習
に
臨
ま
せ
る

こ
と
が
家
庭
学
習
の
定
着
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
家
庭
内
で
の
言
葉
か
け
や
過
ご
し
方

を
見
直
す
こ
と
で
、
お
子
さ
ん
は
よ
り
主
体
的
に
学
習

す
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

6.1

教
育
セ
ン
タ
ー
分
室（
リ
ベ
ー
ラ
）

　
面
接
相
談（
予
約
制
）…   

２
３
４-

８
３
３
３

　
電
話
相
談 

…   

２
３
４-

８
３
３
５

高階南公民館  TEL245-3581
　　　　　　　  FAX240-1752

スポーツ振興課  TEL224-6094
　　　　　　    FAX224-8712

文化芸術振興課  TEL224-6157
　　　　　　　  FAX224-8712

霞ケ関公民館  TEL231-1009
　　　　　　　  FAX239-1086　　　　

伊勢原公民館  TEL237-5676
　　　　　　FAX237-5677　　　　

川鶴公民館  TEL233-9306
　　　　　　　  FAX239-1088
　　　　　　　　　

学校給食課  TEL223-6035
                       FAX223-0935
　　　　　　　　　

博物館  　　TEL222-5399
　　　  　　FAX222-5396

大東南公民館  TEL242-0498
FAX240-1755

講座名 日時・申し込み等 中学生 問い合わせ

〇

〇7月9日　10時～12時
申し込み＝6月14日、9時から電話またはファクス（定員15人）

子ども体験教室
「ミニまこも馬作り」

7月27日　①10時～12時②13時30分～15時30分
申し込み＝7月5日、9時から電話またはファクス（定員各回30人）

子ども体験教室　夏休み特別企画編
「親子で木をつかって遊ぼう」

子ども体験教室　夏休み特別企画編
「ミニ縄文土器を作ろう」

子ども体験教室　夏休み特別企画編
「ミニ灯ろうを作ろう」

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

8月3日　9時～16時
申し込み＝7月5日必着で往復ハガキ

子ども体験教室　夏休み特別企画編
遊びの時間
子ども体験教室　夏休み特別企画編
「探検！！となりの町の博物館」

8月10日　10時～15時30分　会場＝午前：博物館　午後＝美術館
申し込み＝7月7日、9時から電話またはファクス（定員30人）

7月30日・31日　①10時～11時45分 ②13時30分～15時15分

子ども体験教室　夏休み特別企画編
「縄文の小物入れ作り」

子ども体験教室
「香りを聞く－香道体験－」

子ども体験教室
「和楽器体験―琴・三味線に挑戦―」

8月20日　10時～15時30分
申し込み＝8月4日、9時から電話またはファクス（定員20人）
8月25日　10時～15時30分
申し込み＝8月5日、9時から電話またはファクス（定員15人）

10月1日　①10時～12時②13時30分～15時30分 会場＝川越城本丸御殿
申し込み＝9月6日、9時から電話またはファクス（定員各回20人）
11月12日  ①10時～12時②13時30分～15時30分 会場＝川越城本丸御殿
申し込み＝10月4日、9時から電話またはファクス（定員各回20人）

8月6日、11月5日、平成29年3月4日、7月29日　14時～15時
30分　申し込み＝7月6日、9時から来館、電話またはファクス
（定員12組、参加費2,500円）

7月25日・27日、8月1日・3日・4日　9時30分～11時30分
対象＝小4～小6　会場＝川越運動公園総合体育館サブアリーナ
申し込み＝7月8日必着でハガキ

8月20日　9時～12時　会場＝美術館周辺5カ所
申し込み＝6月28日～7月10日、所定の申込用紙（各学校で配布）
をファクス（定員1カ所につき15人）

①7月23日10時～12時　②9月24日10時～12時  ③10月22日
10時～12時　申し込み＝①7月1日、9時から電話またはファクス
（定員20人）②9月1日、9時から電話またはファクス（定員20人）
③10月1日、9時から電話またはファクス（定員20人）

8月3日・4日・5日　9時45分～11時30分
申し込み＝7月5日、10時から直接、霞ケ関公民館へ（定員20人）

6月25日　13時30分～16時
申し込み＝6月13日、10時から電話またはファクス（定員30人）
8月20日・10月22日　10時～11時15分
申し込み＝8月8日、10時から電話またはファクス（定員各回30人）

7月28日　14時～15時30分　申し込み＝6月28日、9時から来館、
電話またはファクス（定員20人、参加費500円）
7月29日・8月26日　10時～12時　申し込み＝6月29日、9時から
来館、電話またはファクス（定員20人、参加費300円）
8月3日・4日　10時～12時　申し込み＝7月1日、9時から来館、
電話またはファクス（定員20人）

8月22日・23日　9時30分～12時　会場＝総合保健センター
申し込み＝7月27日必着でハガキ

8月1日～5日　10時～12時　対象＝小3～小6
会場＝川越小学校プール　申し込み＝7月7日必着でハガキ
11月3日　8時30分～15時10分　会場＝川越運動公園
申し込み＝9月頃募集開始（ウォーキング、綱引き）
7月16日・17日　会場＝ウェスタ川越
＊詳細については文化芸術振興課へお問い合わせください。

8月27日　10時～12時　申し込み＝8月2日、9時から電話
またはファクス（定員20人）

8月5日　14時～16時　申し込み＝7月5日、9時から来館、電話
またはファクス（定員20人、参加費300円）

6月18日・7月16日・9月17日・10月15日　9時～11時

7月7日・9月1日・10月6日　10時～10時40分
7月22日　10時～11時
6月18日・9月17日　10時～

10月16日　10時～14時

8月20日　14時～15時　会場＝南文化会館

8月5日・6日・7日　9時30分～16時30分

9月17日　15時開演　会場＝ウェスタ川越大ホール

7月26日・27日、8月1日・2日　10時～12時

8月24日・25日　10時30分～12時

7月2日・9月3日・10月1日　13時30分～15時30分
子ども囲碁将棋広場
子ども卓球広場
おはなし会
パネルシアターフェスティバル
土曜子ども映画会

夏休み子ども映画会

石と森の夢工房

夏休み子ども手話教室

季節の遊び
「七夕かざりを作ろう」

かすみ子どもまつり
宿題大作戦

小学生のための木工教室

川鶴子ども地域会議

小・中学生のための陶芸教室

小・中学生のためのパワーストーン教室

国産オオクワガタ飼育講座

夏休み料理教室

初心者ジュニア水泳教室

川越市総合文化祭体験教室

夏休みこども映画会
２音大クラシック・コンサート

ジュニアアートスクエア

びっくり！アート

川越百景絵画展緑陰写生会

ジュニアアートスクエア
「アトリエムサビ」

第13回
川越市生涯スポーツフェスティバル

ジュニア卓球教室

講座名 日時・申し込み等 中学生 問い合わせ

１

2

美術館        TEL228-8080
　　　　 FAX228-7870

※日時・申し込み方法等は、変更になる場合があります。詳細につきましては、お手数ですが各施設へお尋ねください。
※■の教室は、事前に申し込みが必要です（他は当日直接参加）。また、特に記載がない場合、会場は問い合せ先の施設です。
※「中学生」の欄に○がついている教室は、中学生にもお勧めの教室です。

中央図書館  TEL222-0559
　　　　 FAX224-7822

高階図書館  TEL238-7550
　　　　 FAX238-7551

川越駅東口図書館 TEL228-7712
                         FAX 228-7713

西図書館     TEL237-5660
　　　　　　　   FAX 237-5661

工作教室

夏休み工作教室

7月26日　①10時～11時頃 ②15時～16時頃
申し込み＝7月1日、9時30分から来館または電話
8月3日　10時～12時
申し込み＝7月5日、9時30分から来館または電話
8月4日  15時～ぬいぐるみお預かり、5日  10時～10時40分頃　おはなし会
申し込み＝7月7日、9時30分から来館または電話

7月28日・8月25日　①10時～11時 ②14時～15時
申し込み＝7月7日、9時30分から来館または電話（定員各回8人）

8月17日　15時～
申し込み＝8月2日、9時30分から来館または電話（定員10人）

7月28日　①10時～ ②14時～
申し込み＝7月14日、9時30分から来館、電話またはファクス（定員各回10人）

8月22日　16時～

ぬいぐるみおとまり会とおはなし会

8月18日　15時～ちょっぴりこわいおはなし会

秋のスペシャルおはなし会

どようおはなし会

ちょっとこわいおはなし会

夏休みおはなし会

こわいおはなし会

こわいこわいおはなし会
すごーくこわいおはなし会

にちようおはようおはなし会

8月2日　16時～

8月12日　①10時30分～ ②15時～

8月9日　16時～
8月16日　16時～

8月23日　16時～

毎週日曜日　11時～

10月22日　①11時～11時30分頃 ②14時30分～15時頃

7月26日・8月30日　10時～

夏休み子ども点字教室

毎週土曜日　15時～

毎週土曜日　14時30分～

かすかにこわいおはなし会

夏休み工作教室

ぬいぐるみおとまり会とおはなし会

どようおはなし会

こわいおはなし会
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6月～10月に子どもが参加できる各種講座6月～10月に子どもが参加できる各種講座

教
育
相
談
Q
＆
A

◆
集
中
力
が
持
続
せ
ず
、
家
庭
で
学
習
す
る

　習
慣
が
定
着
し
な
い
小
学
生

【
Ｑ
】
小
学
三
年
生
の
息
子
を
も
つ
親
で
す
。

　息
子
は
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
す
ぐ
に
友
達

の
と
こ
ろ
へ
遊
び
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
帰
宅

後
、
夕
食
前
か
夕
食
後
に
、
学
校
の
宿
題
を
す
る
の

で
す
が
集
中
力
が
続
か
ず
、
な
か
な
か
終
わ
り
ま
せ

ん
。
集
中
し
て
や
る
よ
う
に
言
う
と
、
怒
り
出
し
、

さ
ら
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　三
年
生
に
な
る
と
、
覚
え
る
漢
字
の
数
が
増
え
た

り
、
算
数
の
学
習
が
難
し
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
、

宿
題
だ
け
で
な
く
、
家
庭
学
習
に
つ
い
て
も
や
っ
て

ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
学
習
に
集
中
で
き
ず
、
宿

題
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で
精
一
杯
で
す
。

　こ
の
ま
ま
だ
と
、
学
校
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な

く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

【
Ａ
】
小
学
校
中
学
年
の
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、

行
動
欲
が
旺
盛
な
時
期
と
言
え
ま
す
。
様
々
な
と
こ
ろ

に
気
持
ち
が
向
き
、
落
ち
着
か
ず
気
が
散
り
や
す
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
知
識
欲
も
旺
盛
で
、
物
事
に
打
ち

込
み
だ
す
と
夢
中
に
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
以
下
の
よ
う
な
関
わ
り
方
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

○
で
き
て
い
な
い
こ
と
だ
け
を
指
摘
せ
ず
、
で
き

　て
い
る
こ
と
は
褒
め
、
お
子
さ
ん
の
が
ん
ば
り

　を
認
め
ま
し
ょ
う
。

　人
は
、
相
手
の
で
き
て
い
な
い
部
分
に
注
目
し
が
ち

で
す
が
、
い
つ
も
で
き
て
い
る
部
分
に
は
あ
ま
り
注
目

し
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
子
ど
も
の
よ
さ
や
成
長
を
認

め
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に

と
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
で
す
。
学
校
の
宿
題
を
自
ら

行
う
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
の
行
為
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
ま
ず
は
褒
め
ま

し
ょ
う
。
で
き
て
い
る
こ
と
は
認
め
、
で
き
な
い
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
成
長
で
あ
る
と
本
人
に

伝
え
、
意
欲
を
向
上
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
親
が
日
頃
の
小

さ
な
が
ん
ば
り
を
認
め
る
こ
と
で
、「
自
分
の
こ
と
を

見
て
く
れ
て
い
る
、
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
」
と
い
う

気
持
ち
が
子
ど
も
に
生
ま
れ
、
親
の
思
い
を
受
け
入
れ

た
素
直
な
行
為
に
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

○
家
庭
で
学
習
す
る
時
間
帯
や
内
容
を
決
め
、習
慣

　化
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　学
校
で
は
時
間
割
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
っ
て
お

り
、
何
を
い
つ
学
習
す
る
か
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
同
じ

よ
う
に
、
家
庭
内
で
も
学
習
す
る
時
間
帯
や
内
容
を
決

め
、
家
庭
で
の
学
習
に
つ
い
て
習
慣
化
を
図
り
ま
し
ょ

う
。
具
体
的
に
は
、
就
寝
時
刻
か
ら
逆
算
し
て
、
食
事

や
入
浴
の
時
刻
等
も
考
慮
し
、
各
家
庭
に
合
う
学
習
で

き
る
時
間
帯
や
内
容
に
つ
い
て
親
子
で
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
。

　家
庭
学
習
に
つ
い
て
は
、
話
し
合
っ
て
行
う
内
容
を

決
定
し
た
と
し
て
も
、
最
初
は
子
ど
も
だ
け
で
自
主
的

に
行
う
こ
と
は
困
難
で
す
。
は
じ
め
の
う
ち
は
「
一
緒

に
勉
強
し
よ
う
ね
。
」
と
誘
い
か
け
、
子
ど
も
の
そ
ば

に
つ
い
て
見
届
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
学
習
は
楽
し

い
ね
、
と
い
う
雰
囲
気
や
気
分
を
作
り
出
し
て
、
一
緒

に
遊
び
を
楽
し
む
よ
う
な
つ
も
り
で
学
習
に
臨
ま
せ
る

こ
と
が
家
庭
学
習
の
定
着
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
、
家
庭
内
で
の
言
葉
か
け
や
過
ご
し
方

を
見
直
す
こ
と
で
、
お
子
さ
ん
は
よ
り
主
体
的
に
学
習

す
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

6.1

教
育
セ
ン
タ
ー
分
室（
リ
ベ
ー
ラ
）

　
面
接
相
談（
予
約
制
）…   

２
３
４-

８
３
３
３

　
電
話
相
談 

…   

２
３
４-

８
３
３
５

高階南公民館  TEL245-3581
　　　　　　　  FAX240-1752

スポーツ振興課  TEL224-6094
　　　　　　    FAX224-8712

文化芸術振興課  TEL224-6157
　　　　　　　  FAX224-8712

霞ケ関公民館  TEL231-1009
　　　　　　　  FAX239-1086　　　　

伊勢原公民館  TEL237-5676
　　　　　　FAX237-5677　　　　

川鶴公民館  TEL233-9306
　　　　　　　  FAX239-1088
　　　　　　　　　

学校給食課  TEL223-6035
                       FAX223-0935
　　　　　　　　　

博物館  　　TEL222-5399
　　　  　　FAX222-5396

大東南公民館  TEL242-0498
FAX240-1755

講座名 日時・申し込み等 中学生 問い合わせ

〇

〇7月9日　10時～12時
申し込み＝6月14日、9時から電話またはファクス（定員15人）

子ども体験教室
「ミニまこも馬作り」

7月27日　①10時～12時②13時30分～15時30分
申し込み＝7月5日、9時から電話またはファクス（定員各回30人）

子ども体験教室　夏休み特別企画編
「親子で木をつかって遊ぼう」

子ども体験教室　夏休み特別企画編
「ミニ縄文土器を作ろう」

子ども体験教室　夏休み特別企画編
「ミニ灯ろうを作ろう」

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

8月3日　9時～16時
申し込み＝7月5日必着で往復ハガキ

子ども体験教室　夏休み特別企画編
遊びの時間
子ども体験教室　夏休み特別企画編
「探検！！となりの町の博物館」

8月10日　10時～15時30分　会場＝午前：博物館　午後＝美術館
申し込み＝7月7日、9時から電話またはファクス（定員30人）

7月30日・31日　①10時～11時45分 ②13時30分～15時15分

子ども体験教室　夏休み特別企画編
「縄文の小物入れ作り」

子ども体験教室
「香りを聞く－香道体験－」

子ども体験教室
「和楽器体験―琴・三味線に挑戦―」

8月20日　10時～15時30分
申し込み＝8月4日、9時から電話またはファクス（定員20人）
8月25日　10時～15時30分
申し込み＝8月5日、9時から電話またはファクス（定員15人）

10月1日　①10時～12時②13時30分～15時30分 会場＝川越城本丸御殿
申し込み＝9月6日、9時から電話またはファクス（定員各回20人）
11月12日  ①10時～12時②13時30分～15時30分 会場＝川越城本丸御殿
申し込み＝10月4日、9時から電話またはファクス（定員各回20人）

8月6日、11月5日、平成29年3月4日、7月29日　14時～15時
30分　申し込み＝7月6日、9時から来館、電話またはファクス
（定員12組、参加費2,500円）

7月25日・27日、8月1日・3日・4日　9時30分～11時30分
対象＝小4～小6　会場＝川越運動公園総合体育館サブアリーナ
申し込み＝7月8日必着でハガキ

8月20日　9時～12時　会場＝美術館周辺5カ所
申し込み＝6月28日～7月10日、所定の申込用紙（各学校で配布）
をファクス（定員1カ所につき15人）

①7月23日10時～12時　②9月24日10時～12時  ③10月22日
10時～12時　申し込み＝①7月1日、9時から電話またはファクス
（定員20人）②9月1日、9時から電話またはファクス（定員20人）
③10月1日、9時から電話またはファクス（定員20人）

8月3日・4日・5日　9時45分～11時30分
申し込み＝7月5日、10時から直接、霞ケ関公民館へ（定員20人）

6月25日　13時30分～16時
申し込み＝6月13日、10時から電話またはファクス（定員30人）
8月20日・10月22日　10時～11時15分
申し込み＝8月8日、10時から電話またはファクス（定員各回30人）

7月28日　14時～15時30分　申し込み＝6月28日、9時から来館、
電話またはファクス（定員20人、参加費500円）
7月29日・8月26日　10時～12時　申し込み＝6月29日、9時から
来館、電話またはファクス（定員20人、参加費300円）
8月3日・4日　10時～12時　申し込み＝7月1日、9時から来館、
電話またはファクス（定員20人）

8月22日・23日　9時30分～12時　会場＝総合保健センター
申し込み＝7月27日必着でハガキ

8月1日～5日　10時～12時　対象＝小3～小6
会場＝川越小学校プール　申し込み＝7月7日必着でハガキ
11月3日　8時30分～15時10分　会場＝川越運動公園
申し込み＝9月頃募集開始（ウォーキング、綱引き）
7月16日・17日　会場＝ウェスタ川越
＊詳細については文化芸術振興課へお問い合わせください。

8月27日　10時～12時　申し込み＝8月2日、9時から電話
またはファクス（定員20人）

8月5日　14時～16時　申し込み＝7月5日、9時から来館、電話
またはファクス（定員20人、参加費300円）

6月18日・7月16日・9月17日・10月15日　9時～11時

7月7日・9月1日・10月6日　10時～10時40分
7月22日　10時～11時
6月18日・9月17日　10時～

10月16日　10時～14時

8月20日　14時～15時　会場＝南文化会館

8月5日・6日・7日　9時30分～16時30分

9月17日　15時開演　会場＝ウェスタ川越大ホール

7月26日・27日、8月1日・2日　10時～12時

8月24日・25日　10時30分～12時

7月2日・9月3日・10月1日　13時30分～15時30分
子ども囲碁将棋広場
子ども卓球広場
おはなし会
パネルシアターフェスティバル
土曜子ども映画会

夏休み子ども映画会

石と森の夢工房

夏休み子ども手話教室

季節の遊び
「七夕かざりを作ろう」

かすみ子どもまつり
宿題大作戦

小学生のための木工教室

川鶴子ども地域会議

小・中学生のための陶芸教室

小・中学生のためのパワーストーン教室

国産オオクワガタ飼育講座

夏休み料理教室

初心者ジュニア水泳教室

川越市総合文化祭体験教室

夏休みこども映画会
２音大クラシック・コンサート

ジュニアアートスクエア

びっくり！アート

川越百景絵画展緑陰写生会

ジュニアアートスクエア
「アトリエムサビ」

第13回
川越市生涯スポーツフェスティバル

ジュニア卓球教室

講座名 日時・申し込み等 中学生 問い合わせ

１

2

美術館        TEL228-8080
　　　　 FAX228-7870

※日時・申し込み方法等は、変更になる場合があります。詳細につきましては、お手数ですが各施設へお尋ねください。
※■の教室は、事前に申し込みが必要です（他は当日直接参加）。また、特に記載がない場合、会場は問い合せ先の施設です。
※「中学生」の欄に○がついている教室は、中学生にもお勧めの教室です。

中央図書館  TEL222-0559
　　　　 FAX224-7822

高階図書館  TEL238-7550
　　　　 FAX238-7551

川越駅東口図書館 TEL228-7712
                         FAX 228-7713

西図書館     TEL237-5660
　　　　　　　   FAX 237-5661

工作教室

夏休み工作教室

7月26日　①10時～11時頃 ②15時～16時頃
申し込み＝7月1日、9時30分から来館または電話
8月3日　10時～12時
申し込み＝7月5日、9時30分から来館または電話
8月4日  15時～ぬいぐるみお預かり、5日  10時～10時40分頃　おはなし会
申し込み＝7月7日、9時30分から来館または電話

7月28日・8月25日　①10時～11時 ②14時～15時
申し込み＝7月7日、9時30分から来館または電話（定員各回8人）

8月17日　15時～
申し込み＝8月2日、9時30分から来館または電話（定員10人）

7月28日　①10時～ ②14時～
申し込み＝7月14日、9時30分から来館、電話またはファクス（定員各回10人）

8月22日　16時～

ぬいぐるみおとまり会とおはなし会

8月18日　15時～ちょっぴりこわいおはなし会

秋のスペシャルおはなし会

どようおはなし会

ちょっとこわいおはなし会

夏休みおはなし会

こわいおはなし会

こわいこわいおはなし会
すごーくこわいおはなし会

にちようおはようおはなし会

8月2日　16時～

8月12日　①10時30分～ ②15時～

8月9日　16時～
8月16日　16時～

8月23日　16時～

毎週日曜日　11時～

10月22日　①11時～11時30分頃 ②14時30分～15時頃

7月26日・8月30日　10時～

夏休み子ども点字教室

毎週土曜日　15時～

毎週土曜日　14時30分～

かすかにこわいおはなし会

夏休み工作教室

ぬいぐるみおとまり会とおはなし会

どようおはなし会

こわいおはなし会
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◆第二次川越市教育振興基本計画を策定しました
◆平成28年度教育費当初予算の概要
◆新教育長あいさつ・就学援助のお知らせ
◆知っ得！文化財
◆教育相談Ｑ＆Ａ・子どもが参加できる各種講座
◆子どもサポート委員会！・給食で使用する自慢の川越産！！
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　写真は、4月8日に行われた、川越第一小学校の入
学式の様子です。この日、川越市立の小学校・中
学校・高等学校・特別支援学校56校で、一斉に入
学式が行われ、新入生のみなさんが新しい学校生
活をスタートさせました。
　川越第一小学校では新一年生118人が仲間入りし
ました。

フォトニュースフォトニュースフォトニュース
新小学1年生を守って「黄色いワッペン贈呈式」
　4月4日、「黄色いワッペン贈呈式」が市役所東庁舎で行われました。交通事
故傷害保険付きの「黄色いワッペン」は、「交通事故にあわずに毎日安全に通学
してほしい」との願いを込めて、新小学1年生を対象に市内4企業から毎年贈ら
れています。
　この活動は、交通事故でわが子を失った母親が交通事故の撲滅を訴えて始ま
り、今年で52年目を迎えます。
　新小学1年生は贈呈式で「黄色いワッペン」を付けてもらい、交通安全を元
気に誓いました。

おもてなしの心を茶道から学ぶ
　5月14日、川越城本丸御殿で子ども体験教室「茶道体験」が行われました。
茶道は、あいさつから始まります。子どもたちは、体験を通して、茶碗や道具を大切
に扱う心や「おいしい抹茶をさしあげたい」と相手を大切にする気持ち、「おもてな
しの心」を学びました。心も体も癒されるひとときを経験することができました。
　博物館では、このほかにもさまざまな子ども体験教室を開催しています。ぜひ、参
加してみてはいかがでしょうか。（7ページに開催予定の催しについて掲載していま
すので、ご覧ください。）
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子どもサポート委員会！子どもサポート委員会！

　各地区の子どもサポート委員会では、一緒に活動してくださる皆さんを常時募集しています。詳しくはお近く
の公民館か、地域教育支援課（224-6086）までお気軽にお問合せください。

　中
央
南
地
区
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
委
員
会

学
校
応
援
団
活
動
が
盛
ん
で
す
！

　中
央
南
地
区
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト

委
員
会
で
は
、
各
小
中
学
校
へ
の

学
校
応
援
団
活
動
が
盛
ん
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
が
小
中
学
校
の
実

習
事
業
・
体
験
授
業
の
支
援
を
通

し
て
学
校
を
支
え
て
い
ま
す
。

　平
成
２７
年
度
に
各
学
校
で
行
わ

れ
た
活
動
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま

す
。

◇
各
小
中
学
校
で
の
取
組

　泉
小
学
校
で
は
一
年
生
の
凧
作

り
と
五
年
生
の
ミ
シ
ン
学
習
の
支

援
、
六
年
生
に
戦
争
体
験
の
講
話

を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
凧

作
り
や
ミ
シ
ン
学
習
で
は
丁
寧
に

教
え
て
も
ら
い
、
児
童
は
で
き
る

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

講
話
で
は
実
際
に
体
験
し
た
こ
と

を
話
し
て
も
ら
い
、
児
童
は
固
唾

を
飲
ん
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　新
宿
小
学
校
で
は
一
年
生
全
児

童
が
４４
名
も
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
昔
遊
び
を
教
わ
り
ま
し

た
。
児
童
は
楽
し
み
な
が
ら
も
真

剣
に
取
り
組
み
、
活
動
の
終
わ
り

に
は
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
花

道
を
作
っ
て
見
送
り
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　大
塚
小
学
校
で
は
五
、
六
年
生

の
ミ
シ
ン
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
五
年
生
は
初
め
て
、

六
年
生
は
一
年
ぶ
り
の
ミ
シ
ン
の

学
習
で
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
お
か
げ
で
作
品
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
児

童
は
実
習
を
通
し
て
自
分
で
作
り

上
げ
た
と
い
う
充
実
感
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　野
田
中
学
校
で
は
１２
回
で
合
計

２４
時
間
、
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
の
バ
ッ

ク
の
製
作
、
特
に
ミ
シ
ン
の
操
作

に
関
し
て
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
バ
ッ
ク
の
製
作
を
通
し
て
、

技
術
だ
け
で
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
と
の
心
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　城
南
中
学
校
で
は
一
年
生
全
六

ク
ラ
ス
の
調
理
実
習
を
延
べ
４２
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
包
丁
の
使
い

方
や
調
理
方
法
な
ど
、
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
実
習
を
経
て
上
達

し
、
生
徒
は
み
ん
な
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

やさしく教えてくれました何でも答えてくれました

高くとばせるかな？

おいしい料理のでき上がり！
コツがよくわかります

ホットチキンサラダ

講座名

8月7・8・9日　9時30分～16時30分

①9月19日　10時～12時　②10月24日　10時～12時
申し込み＝①9月1日、9時から電話またはファクス（定員20人）
②10月1日、9時から電話またはファクス（定員20人）

巨大織り機で
みんなの街を描こう

びっくりアート2015

ジュニア・アートスクエア

7月25・26日  ①10時～12時 ②13時30分～15時30分
申し込み＝7月1日～、電話またはファクス（定員なし）

※日時・申し込み方法等は、変更になる場合があります。詳細につきましては、お手数ですが各施設へお尋ねください。
※■の教室は、事前に申し込みが必要です（他は当日直接参加）。また、特に記載がない場合、会場は問い合せ先の施設です。
※「中学生」の欄に○がついている教室は、中学生にもお勧めの教室です。

市教委だよりNo.108 発行／川越市教育委員会教育総務課  TEL（224）6074 （直通）

市教委だよりは再生紙および大豆油インクを使用しています

川越市には全部で3,049枚のワッペンが贈られました。

茶せんを使ってお茶を点てました。

108108108

　川越産のハウスきゅうりは春と秋に収穫されます。1本の苗から70～80本のきゅうりができます。
栽培している古谷出荷組合によると、「かぼちゃの苗を使ってきゅうりを育てる」とか。これは、
「接ぎ木」といい、かぼちゃの苗ときゅうりの苗を1つずつ手作業で接ぎ合わせ、クリップで止める

作業です。生命力の強いかぼちゃの根の部分を使用することで、きゅうりの
苗が丈夫になります。
　きゅうりは95％の水分とビタミン、ミネラルでできていま
す。暑い夏の水分補給ができ、汗と一緒に排出されてしまうビ
タミンやミネラルの補給源にもなります。
　学校給食では、ホットチキンサラダ、春雨の炒め物、ツナサ
ンドなどの献立に使っています。
★ＦＡＸでレシピを提供しています。
お気軽にお電話ください。　学校給食課　☎223-6035 ✤
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給食で使用する自慢の川越産！！給食で使用する自慢の川越産！！
～川越産野菜の紹介～

✤ ✤ ✤

子どもサポート活動に参加してみませんか？

▼調理中！！
大きなお釜で色よく茹で上げます。

7月20日　9時30分～15時
申し込み＝7月1日～10日、電話またはファクス（定員20人・抽せん）

クレイdeアニメ

きゅうりきゅうり

「新入生のみなさん、
　　　入学おめでとうございます」
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